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が
ん
。
日
本
の
死
因
第
一
位
の
病
気
で
す
。
い
ま
や
、
一
生
の
う
ち

二
人
に
一
人
が
何
ら
か
の
が
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
と
て
も
身
近
に
起
こ
り
う
る
病
気
で
す
。 

が
ん
は
全
身
い
ろ
い
ろ
な
部
位
で
起
こ
り
う
る
の
で
す
が
、
男
性
・

女
性
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
が
ん
も
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、 

『
性
別
特
有
の
が
ん
』
に
関
す
る
お
話
で
す
。 

 ----------------------------------------------------------------------- 

★

見

て

み

よ

う

、

が

ん

の

デ

ー

タ

★ 
----------------------------------------------------------------------- 

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス 

が
ん
統
計
予
測 

【
最
終
閲
覧
：
二
〇
二
二
年
二
月
十
四
日
】 

h
ttp

s://g
a
n
joh

o.jp
/reg

_sta
t/sta

tistics/sta
t/sh

ort_p
red

.h
tm

l 
 

【
が
ん
の
罹
患
数
予
測(

二
〇
二
一
年)

】
一
位→

五
位 

男
性 

①
前
立
腺 

②
胃 

 

③
大
腸 

④
肺 

⑤
肝
臓 

女
性 

①
乳
房 

 

②
大
腸 

③
肺 

 

④
胃 

⑤
子
宮 

 

【
が
ん
の
死
亡
数
予
測(

二
〇
二
一
年)

】
一
位→

五
位 

男
性 

①
肺 

 

②
大
腸 

③ 

胃  

④
膵
臓 

⑤
肝
臓 

女
性 

①
大
腸 

②
肺 

 

③
膵
臓 

④
乳
房 

⑤
胃 

 

男
性
で
は
、
前
立
腺
が
ん
に
か
か
る
患
者
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

女
性
は
乳
が
ん
が
最
も
多
く
、
ま
た
、
乳
が
ん
は
死
亡
数
も
第
四
位
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ----------------------------------------------------------------------- 

★

前

立

腺

 
×

 

が

ん

★ 
----------------------------------------------------------------------- 

前
立
腺
は
男
性
の
尿
道
の
ま
わ
り
に
あ
る
臓
器
で
す
。 

前
立
腺
が
ん
は
五
〇
歳
以
降
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
尿
が
出
に
く

い
、
排
尿
の
回
数
が
多
い
な
ど
前
立
腺
肥
大
症
に
似
た
症
状
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
も
。 

 

進
行
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
な
排
尿
の
症
状
に
加
え
て
、
血
尿
や
、

腰
痛
な
ど
の
骨
へ
の
転
移
に
よ
る
痛
み
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
※
１ 

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
泌
尿
器
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

な
お
、
現
在
、
指
針
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
が
ん
検
診
は
あ
り
ま

せ
ん
が
血
液
検
査(

Ｐ
Ｓ
Ａ)

で
が
ん
の
可
能
性
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

  

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査 

前
立
腺
に
が
ん
や
炎
症
が
起
き
る
と
産
生
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
を
血
液
検
査
で
測
定
し
ま
す
。
早
期
発
見
や
再
発
の

確
認
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
前
立
腺
肥
大
や
前
立

腺
炎
等
で
も
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
精
密
検
査
で
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
----------------------------------------------------------------------- 

★

乳

房

 
×

 

が

ん

★ 
------------------------------------------------------------------- 

乳
が
ん
の
主
な
症
状
は
、
乳
房
の
し
こ
り
で
す
。
ほ
か
に
は
、
乳
房
に

え
く
ぼ
や
た
だ
れ
が
で
き
る
、
左
右
の
乳
房
の
形
が
非
対
照
に
な
る
、

乳
頭
か
ら
分
泌
物
が
出
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
※
２ 

 

【
が
ん
検
診
で
で
き
る
検
査
】 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー 

乳
房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
す
。
乳
が
ん
に
特
徴
的
に
み
ら
れ

る
小
さ
な
石
灰
化
の
描
出
に
優
れ
て
お
り
、
早
期
の
乳
が
ん
発
見
に

有
用
で
す
。 

若
い
方
は
乳
腺
が
多
く
、
石
灰
化
や
腫
瘤
の
判
別
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
Ｘ
線
を
使
用
す
る
た
め
、
妊
娠
中
の
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。 

 

乳
房
超
音
波
検
査 

乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
方
で
も
腫
瘍
を
見
つ
け
や
す
く
、
小
さ
な
腫

瘍
も
発
見
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
違
い
石
灰
化
を
映
し
出
す
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
乳
が
ん
罹
患
率
が
上
が
る
四
〇
歳
以
上
の
方
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
検
査
を
主
に
受
け
、
超
音
波
検
査
は
併
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。 

 
 

【
早
期
発
見
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
】 

自
己
チ
ェ
ッ
ク 

≪

見
て
確
認≫

 

た
だ
れ
等
が
な
い
で
す
か
？ 

両
腕
の
上
げ
下
げ
や
腕
を
腰
に
あ
て
た
時
に
、
く
ぼ
み
や
ひ
き
つ
れ

は
な
い
で
す
か
？ 

≪

触
っ
て
確
認≫

 

乳
首
か
ら
分
泌
物
は
な
い
で
す
か
？ 

乳
房
全
体
や
わ
き
の
下
に
し
こ
り
は
触
れ
な
い
で
す
か
？ 

 
----------------------------------------------------------------------- 

★

子

宮

 
×

 

が

ん

★ 
------------------------------------------------------------------- 

㈠
子
宮
頸
が
ん 

子
宮
の
入
り
口
・
子
宮
頸
部
に
で
き
る
が
ん
で
す
。 

患
者
数
は
二
〇
歳
代
か
ら
増
え
始
め
四
〇
歳
代
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

子
宮
頸
が
ん
は
高
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
の
感
染
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
異
形
成
と
い

う
細
胞
に
変
化
し
ま
す
。 

異
形
成
は
軽
度→

中
等
度→

高
度
と
進
み
が
ん
に
進
行
し
ま
す
。 

 

異
形
成
の
時
期
は
症
状
が
な
く
、
お
り
も
の
や
出
血
、
痛
み
も
あ
り

ま
せ
ん
。 

進
行
す
る
と
、
月
経
中
で
な
い
と
き
や
性
交
時
に
出
血
し
た
り
、
濃

い
茶
色
や
膿
の
よ
う
な
お
り
も
の
が
増
え
た
り
、
水
っ
ぽ
い
お
り
も

の
や
粘
液
が
多
く
出
て
き
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進

む
と
下
腹
部
や
腰
が
痛
ん
だ
り
、
尿
や
便
に
血
が
混
じ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
※
３ 

 

【
が
ん
検
診
で
で
き
る
検
査
】 

細
胞
診 

子
宮
頸
部
の
細
胞
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
調
べ
る
検
査
で
す
。 

ブ
ラ
シ
な
ど
で
子
宮
頸
部
を
優
し
く
こ
す
り
、
細
胞
を
採
取
し
ま
す 

 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査 

「
高
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
）」
の
有
無

を
調
べ
る
検
査
で
す
。
子
宮
頸
部
細
胞
診
と
同
時
実
施
が
可
能
で
す 

 

㈡
子
宮
体
が
ん 

子
宮
の
内
膜
に
で
き
る
た
め
、
子
宮
内
膜
が
ん
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
三
〇
歳
代
以
降
増
え
始
め
五
〇
歳
代
・
六
〇
歳
代
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

自
覚
症
状
で
最
も
多
い
の
は
不
正
出
血
で
す
。
月

経
時
期
以
外
や
閉
経
後
に
出
血
が
あ
る
な
ど
、
気

に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
婦
人
科
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
現
在
、
指
針
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
が

ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
------------------------------------------------------- 

★

最

後

に

…

★ 
------------------------------------------------------- 

医
学
の
進
歩
に
伴
い
、
が
ん
は
、
早
く
発
見
し
早
く

治
療
す
れ
ば
、
確
実
に
治
す
こ
と
が
で
き
る
病
気
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
初
期
の
段
階
で
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

自
覚
症
状
が
な
い
初
期
の
段
階
で
早
期
に
発
見
す
る 

そ
の
た
め
に
は
、『
健
康
診
断
』『
が
ん
検
診
』
の
受

診
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

新
年
度
の
行
動
計
画
に
、『
が
ん
検
診
』
受
診
を
！ 

健
康
診
断
は
受
け
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
再
検
査
や
精

密
検
査
を
！ 

 

当
会
保
健
師
か
ら
の
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
【
Ｔ
】 

健康づくり 

 

今
回
の
記
事
は
次
の
論
文
や
資
料
を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。。 

 

・【
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー 

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
】 

(

最
終
閲
覧
：2021

年2

月8

日) 

※
１ 

前
立
腺
が
ん 

 
 
 
https://ganjoho.jp/public/cancer/prostate/index.html 

※
２ 

乳
が
ん 

 
 
 
https://ganjoho.jp/public/cancer/breast/index.html 

※
３ 

子
宮
頸
が
ん 

 
 
 
https://ganjoho.jp/public/cancer/cervix_uteri/index.html 

 

・(

一
財)

日
本
予
防
医
学
協
会 

検
査
結
果
の
見
方 

(

最
終
閲
覧
：2021

年2

月9

日) 

https://www.jpm1960.org/toe/mikata.html 

・
厚
生
労
働
省
健
康
局
が
ん
・
疾
病
対
策
課 

平
成30

年 

全
国
が
ん
登
録 

罹
患
数
・
率 

報
告 

(

最
終
閲
覧
：2021

年2

月14

日) 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000794199.pdf 

2022.3発行 

健康づくりかわら版 

毎月タイムリーでホットな情報を無料の 

メールマガジンにて発信しています。 

。 。 

もうすぐ新年度。そうだ、がん検診を受けよう！ 


